
　

■申　

問　

所
定
の
応
募
用
紙

（
高
齢
介
護
課
で
配
布
。市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
高
齢
介
護

課（
☎
235･

４
９
５
２
）へ
。２
月

３
日
火
必
着
。

　

市
で
は
、
特
別
支
援
教
育
介

助
員
を
募
集
し
ま
す
。主
な
勤

務
内
容
は
、
市
立
小
・
中
学
校

に
在
籍
す
る
特
別
な
教
育
的
支

援
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
対
す

る
、①
学
校
生
活
全
般
へ
の
介

助　

②
身
辺
処
理
の
介
助　

③

移
動
等
安
全
確
保
で
す
。

　

▽
資
格　

18
歳
以
上
の
方　

▽
募
集
人
数　

若
干
名　

▽
勤

務
時
間　

８
時
30
分
〜
授
業
終

了　

▽
勤
務
期
間　

各
学
期
単

位　

▽
時
給　

830
円　

▽
勤
務

場
所　

市
立
小
・
中
学
校
。

　

■申　

問　
１
月
15
日
木
〜
２

月
６
日
金
（
消
印
有
効
）
に
履

歴
書
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、

青
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー（
☎
234･

８
７
６
４
）へ
。追
っ
て
面
接
日

を
連
絡
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
教
育
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。小
・

中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒

が
学
校
生
活
を
送
る
中
で
の
支

援
を
目
的
に
活
動
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

▽
支
援
内
容　

①
身
辺
処

理
・
移
動
等
へ
の
介
助　

②
学

校
行
事
へ
の
援
助　

③
教
科
学

習
へ
の
支
援
な
ど
。

　

※

報
酬
は
原
則
と
し
て
あ
り

ま
せ
ん
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

に
は
、市
で
加
入
し
ま
す
）。

　

■申　

事
前
に
電
話
連
絡
の

上
、
青
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
で

登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

※

保
育
あ
り
（
２
歳
〜
未
就

学
児
。事
前
申
込
制
）。

　

■申　

問　

直
接
ま
た
は
電
話

･

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、広
聴

相
談
課（
☎
235･

４
５
６
８
）へ
。

　

市
フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー

の
援
助
会
員
と
し
て
地
域
の
子

育
て
支
援
を
行
い
た
い
方
を
対

象
に
、
次
の
と
お
り
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の

援
助
を
受
け
た
い
方
と
援
助
を

行
い
た
い
方
が
そ
れ
ぞ
れ
利
用

会
員･

援
助
会
員
と
な
り
、育
児

を
助
け
合
う
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
組
織
で
す
。援
助
会
員
に

な
る
た
め
に
は
、
講
習
会
の
受

講
が
必
要
で
す
。

　

▽
日
時　

①
２
月
16
日
月

10
時
〜
15
時
30
分
②
２
月
18

日
水
９
時
20
分
〜
16
時　

▽

会
場　

総
合
福
祉
会
館　

▽
対

象　

市
内
在
住
20
歳
以
上
で
、

①
②
と
も
参
加
で
き
る
方　

▽

費
用　

無
料
。

　

※

保
育
あ
り
。希
望
の
方
は

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

■申　

問　
２
月
９
日
月
ま
で

に
電
話
ま
た
は
直
接
、
社
会
福

祉
協
議
会
フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
総

合
福
祉
会
館
内
、☎
235･

０
２
２

０
）へ
。

　
〈
７
面
上
に
続
く
〉

　

東
柏
ケ
谷
連
絡
所
は
、
２
月

10
日
火
、
相
鉄
ロ
ー
ゼ
ン
さ
が

み
野
店
の
休
業
に
伴
い
、
臨
時

休
業
し
ま
す
。

　

問　

市
民
課（
☎
235･

４
８
６

９
）。

　

市
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る

公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
お
よ

び
生
活
環
境
の

悪
化
を
防
止
す

る
た
め
、
市
街

化
調
整
区
域
の

う
ち
、
相
当
期

間
下
水
道
整
備

が
見
込
ま
れ
な

い
区
域
内
に
家

庭
用
の
合
併
処

理
浄
化
槽（
10
人
槽
以
下
）を
設

置
す
る
方
に
、
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
（
限
度
額
は
左
上

表
参
照
）。

　

▽
対
象　

次
の
①
〜
④
の
す

べ
て
の
事
項
を
満
た
し
、
設
置

工
事
着
手
前
に
申
請
し
た
方

　

①
専
用
住
宅
に
５
〜
10
人
槽

ま
で
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
方（
建
物
の
一
部
を
住
宅

以
外
の
建
築
用
途
に
使
用
す
る

建
物
に
設
置
す
る
方
を
除
く
）

　

②
浄
化
槽
法
第
５
条
第
１
項

に
基
づ
く
設
置
の
届
出
書
の
受

理
書
の
交
付
ま
た
は
建
築
基
準

法
第
６
条
第
１
項
に
基
づ
く
確

認
を
受
け
た
方

　

③
建
物
の
建
築
が
、
販
売
目

的
以
外
の
方

　

④
申
請
し
た
年
度
内
に
設
置

工
事
が
完
了
し
、
浄
化
槽
の
維

持
管
理
を
適
正
に
で
き
る
方
。

　

※

家
屋
の
新
築
等
に
伴
う
新

規
設
置
に
つ
い
て
は
、
浄
化
槽

法
に
よ
り
、
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る

た
め
、
平
成
21
年
度
か
ら
補
助

額
が
見
直
さ
れ
ま
す
。詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

問　

環
境
保
全
課（
☎
235･

４

９
１
２
）。

　

国
民
年
金
は
国
内
に
住
む
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の

方
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

年
金
は
老
後
の
た
め
だ
け
で

は
な
く
、
加
入
中
に
万
が
一
の

こ
と
が
起
き
て
し
ま
っ
た
と
き

に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
と
し
て
私
た
ち
を
経
済

的
に
支
え
て
く
れ
る
制
度
で

す
。ま
た
、20
歳
前
の
事
故
や
病

気
で
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た

方
は
、
20
歳
か
ら
障
害
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

20
歳
の
誕
生
月
に
、
社
会
保

険
庁
か
ら
資
格
取
得
届
書･

年

金
手
帳･

国
民
年
金
保
険
料
納

付
案
内
書
が
届
き
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
を
持
参
し
て
市
の
窓
口

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

（
会
社
員
や
公
務
員
の
方
は
、厚

生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
た
め
、
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
）。

　

年
金
手
帳
に
記
載
さ
れ
た
基

礎
年
金
番
号
は
、
年
金
を
受
給

す
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
会
社

に
就
職
す
る
と
き
な
ど
一
生
涯

使
い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　

※

学
生
の
方
や
継
続
的
に
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、

学
生
納
付
特
例
や
免
除
等
の
制

度
が
あ
り
ま
す
（
上
表
参
照
）。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

問　

厚
木
社
会
保
険
事
務
所

（
☎
223･

７
１
７
１
）、市
保
険
年

金
課（
☎
235･

４
５
９
６
）。

　

市
で
は
、中
小
企
業
で
働
く
従

業
員
の
福
祉
の
向
上
と
雇
用
の

安
定
お
よ
び
中
小
企
業
の
振
興

の
た
め
、国
の
退
職
金
共
済
制
度

に
加
入
し
て
い
る
事
業
者
の
方

に
対
し
て
、奨
励
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

　

▽
対
象　

独
立
行
政
法
人
勤

労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小
企

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
、ま
た

は
特
定
退
職
金
共
済
団
体
と
退

職
金
共
済
契
約
を
締
結
し
た
中

小
企
業
者
の
方
で
、次
の
①
②
の

条
件
を
満
た
し
て
い
る
方

　

①
市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い

る
方

　

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

　

▽
補
助
金
額　

従
業
員
１
人

に
つ
き
共
済
掛
金
月
額
の
10
％

以
内
の
額
。た
だ
し
１
人
当
た
り

年
額
７
２
０
０
円
を
限
度

　

▽
申
請
方
法　

申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、退
職
金
共

済
手
帳（
緑
色
）、月
掛
掛
金
の
支

払
い
が
確
認
で
き
る
も
の（
預
金

通
帳･

振
り
込
み
は
が
き
な
ど
）

の
写
し
を
添
え
て
、
２
月
10
日

火
ま
で
に
商
工
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

※

申
請
書
は
同
課
に
あ
り
ま

す（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
）。

　

問　
同
課（
☎
235･

４
８
４
３
）。

　

市
で
は
、
市
民
の
方
と
介
護

保
険
被
保
険
者
の
方
の
意
見
を

広
く
取
り
上
げ
る
た
め
、
海
老

名
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
の

委
員
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

　

▽
応
募
資
格　

今
年
４
月
１

日
現
在
市
内
在
住
の
40
歳
以
上

で
、
介
護
保
険
料
の
滞
納
が
な

く
、
介
護
保
険
に
関
心
の
あ
る

方
（
公
務
員
な
ど
公
職
に
あ
る

方
を
除
く
）　

▽
募
集
人
数　

４
人
以
内　

▽
任
期　

４
月
１

日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日
（
３

年
間
）　

▽
選
考　

選
考
委
員

会
が
審
査
の
上
決
定
。結
果
は

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

　

※

協
議
会
は
年
に
数
回
、
原

則
と
し
て
平
日
に
開
催
。出
席

し
た
方
に
は
規
定
の
報
酬
を
支

払
い
ま
す
。

　

問　

同
セ
ン
タ
ー（
☎
234･

８

７
６
４
）。

　

市
立
保
育
園
５
園（
柏
ケ
谷
・

門
沢
橋
・
下
今
泉
・
中
新
田
・

勝
瀬
）で
は
、臨
時
・
非
常
勤
保

育
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

▽
募
集
人
数　

若
干
名　

▽

資
格　

保
育
士
資
格
を
お
持
ち

で
、
保
育
士
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方（
年
齢
不
問
）。

　

問　

勤
務
時
間
等
詳
し
く

は
、
児
童
福
祉
課（
☎
235･

４
８

２
４
）へ
。

　

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク･

バ

イ
オ
レ
ン
ス
）は
、夫
婦
間
な
ど

大
人
同
士
の
問
題
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
最
近
で
は
若
い
未

婚
の
カ
ッ
プ
ル
に
起
き
る｢

デ

ー
ト
Ｄ
Ｖ｣

が
、
中
学･

高
校
生

の
年
代
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

恋
人
同
士
の
場
合
、
暴
力
を

愛
情
と
勘
違
い
し
て
事
態
が
深

刻
化
す
る
こ
と
も
あ
る｢

デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ｣

の
問
題
を
、高
校
生
の

寸
劇
と
専
門
家
の
講
演
で
理
解

し
、
恋
愛
や
優
し
さ
の
意
味
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

▽
日
時　

２
月
14
日
土
10

時
30
分
〜
12
時
30
分
（
10
時
開

場
）　

▽
会
場　

文
化
会
館
120

サ
ロ
ン　

▽
内
容　
【
第
１
部
】

　

寸
劇｢

恋
の
奴
隷
〜
優
し
さ

っ
て
何
？｣

（
出
演
＝
県
立
大
和

高
等
学
校
演
劇
部
）　
【
第
２

部
】　

講
演｢

恋
す
る
前
に
〜
テ

ィ
ー
ン
の
Ｄ
Ｖ
防
止
指
南｣

（
講

師
＝
ア
ウ
ェ
ア
代
表
・
山
口
の

り
子
氏
）　

▽
対
象
・
定
員　

ど
な
た
で
も
参
加
可
・
先
着
60

人　

▽
参
加
費　

無
料
。

●
東
柏
ケ
谷
連
絡
所

　

２
月
10
日
臨
時
休
業

●
20
歳
に
な
っ
た
ら

　

国
民
年
金

●
合
併
処
理
浄
化
槽
の

　

設
置
に
補
助
金
を
交
付

●
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
で

　

事
業
者
に
奨
励
補
助
金
を
交
付

◇
社
会
福
祉
事
業
へ

　

▽
３
０
０
０
円
＝
美
ｎ

ａ
☆
舞
ｔ
ｙ
！
代
表
・
鈴

木
勇

◇
環
境
基
金
へ

　

▽
海
老
名
市
食
肉
商
組

合
組
合
長
・
樋
口
清

●
特
別
支
援
教
育
介
助
員

●
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
臨
時
・
非
常
勤
保
育
士
募
集

広 報 え び な

■（＝問い合わせ先）の電話番号は各部署への直通電話の番号です問
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●合併処理浄化槽補助限度額

人　槽　区　分 5人槽 6～7人槽 8～10人槽

補 助 限 度 額 33万2000円 41万4000円 54万8000円

●国民年金｢免除･納付猶予･学生納付特例｣と｢未納｣の違い

老齢基礎年
金を請求す
るときには

後から保険料を
納めることは

※2

老齢基礎年金額の
計算では

（全額納付額の）
6分の2の額が
算入されます

10年以内なら可能

（全額納付額の）
6分の3の額が
算入されます

（全額納付額の）
6分の4の額が
算入されます

全額免除

4分の3免除
（4分の1を
納付）

半額免除（半
額を納付）

（全額納付額の）
6分の5の額が
算入されます

10年以内なら可能

2年を過ぎるとで
きません

年金額の計算にはこ
の期間は反映されま
せん

受給資格期間
に入りません

受給資格期間
に入りません算入されません

4分の1免除
（4分の3を
納付）

納付猶予（30歳
未満の人に限る）

学生納付特例

未納

障害・遺族の
年金を請求す
るときには

※1 一部免除の場合は、免除の承認を受けてから2年以内に一部納付額を納めてください。納めない場合、
　　未納扱いとなります     
※2 追納する保険料額は、保険料の免除や猶予された当時の保険料額に、経過期間に応じて決められた額が
　　加算されます

一
部
免
除（
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